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あおもりの川を愛する会 

わの川だより わの川だより 第２９号 

【はじめに】 
令和６年度は青森県において前線や台風などの影響による目立った被災は見

られませんでしたが、東北では７月の梅雨前線による影響で、秋田・山形の

県境付近において大規模な被害が発生しており、秋田県では３年連続による

被災、山形県の最上川では氾濫した一部地域の集団移転を検討するなど、青

森県としては「明日は我が身」と思った次第です。 

実際のところ、近年の梅雨前線は北上して東北地方に停滞する傾向があり、

国土交通省への要望活動に伺った際、幹部の方々から「東北地方が危なく

なってきているね」とよく話されています。 

当課としては、引き続き河川改修や堆積土砂撤去・雑木伐採を進めるととも

に、一部河川において気候変動を踏まえた河川計画の見直しを検討するな

ど、防災・減災、国土強靱化を目指して参ります。 

令和６年度は例年以上にイベントが多く、また二級河川では東北初となる

「特定都市河川の指定」がありましたので、主なものについてエピソードや

裏話を交えて紹介させていただきます。 

 

 

【岩木川総合水防演習：５月２６日（日） 】 
 国民の生命と財産を水害から守り、水防に対する理解を深めることを目的

に５月を「水防月間」と定め、例年、東北６県を持ち回りで「水防演習」を

開催しています。令和６年度は本県が平

成２８年度以来８年ぶりに開催地とな

り、鶴田町保安橋付近において、当日は

天候にも恵まれ、約２千人が参加しまし

た。しかし、開会式でちょっとしたハプ

ニング。知事へ腕章を着けた当課職員が

誤って右に着け、後ろから進行を確認し

ていた私は非常に気まずい思いをし、開

会式直後に早速、腕章を直しました（知

事は苦笑い…）。 

 

 

【りんご娘の国土交通省訪問：５月３１日（金）】 
近年の気候変動に伴い激甚化・頻発化する

水災害に対し、流域内のあらゆる関係者が協

働して取組む「流域治水」を県民へ広くＰＲ

し、自分事化として捉えてもらうことを目的

に、本県とインフラに関する広報等について

連携している「りんご娘」出演の動画を作成

し、令和６年２月公開しました。 
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「令和６年度を振り返り 」 
青森県県土整備部河川砂防課長 今井 博之   



内容は「りんご娘」が流域治水を学んでいく分かり易いストーリーで、田んぼダムや家庭でもできる

雨水浸透施設の紹介となっており、国土交通省水管理・国土保全局長室前のモニターで常時放映されま

した。 

こうしたところ、「りんご娘」による国土交通省訪問の企画書が「熱心なファン」の方から当課へ送

られ、リンゴミュージック社へ相談したところ、新潟公演の移

動日（５月３１日）であればＯＫと快い返事をいただいたこと

から実現しました。 

撮影は水管理・国土保全局長、政務官への表敬訪問、防災セ

ンターのモニター体験、国土交通省探検などの内容で、地下の

蕎麦屋（日豊庵）の紹介では、急遽、古市県土整備部長がクイ

ズ出題の司会をするなど、短期間にもかかわらず無事に撮影を

終えることが出来ました。関係者の皆様に感謝です。 

 

 

【あおもり流域治水シンポジウム：６月２８日（金）】 
令和６年度は「総力戦の流域治水」として広くＰＲするため、重点施策として予算化しており、被災

自治体の体験談と知事による流域治水の意気込みを企画し、土砂災害防止講演会とタイアップして開催

しました。 

まず、被災自治体の体験談は、私の中で令和４年７月の大雨で鳴瀬川水系名蓋川が破堤し、大規模な

浸水被害が発生した宮城県大崎市が真っ先に浮かびましたので、講演を伊藤市長へお願いしましたが、

講演時間の半分は大崎市の紹介に時間を割き、本題の「水害に強いまちづくり」へ話が進まずハラハラ

しましたが、最後はうまくまとめて頂きました。 

また、国土交通省砂防部砂防計画課長の國友さまから「流域治水と砂防に関する話題と能登半島地震

の被害状況」を講演、また、知事から県民一人ひとりが流域治水を知り、水災害を自分事として捉え、

共に行動する自助、共助、公助が大切だと講演して頂きました。 

なお、今回のシンポジウムの合わせ、りんご娘の「うちわ」を３００個用意しましたが、思いのほか

好評であっという間になくなりました（在庫はありません）。 

 

 

【中村川特定都市河川の指定：７月３１日（金）】  

令和４年８月の豪雨により、甚大な浸水被害が発生した鰺ヶ沢町の

中村川では、国、気象台、県、町、ＪＲなど流域内のあらゆる関係者

と協働して水災害に取組むため、令和５年３月に策定した「中村川流

域治水緊急対策メニュー」を進めてきましたが、その対策メニューの

一つに「特定都市河川の指定」を掲げ、令和６年７月に二級河川で東

北初となる指定を行いました。 

この「特定都市河川の指定」により、流域内の一定規模以上（青森

県は1,000㎡以上）の開発に対して雨水貯留浸透施設の設置が義務化さ

れ、これらの施設には検査済証番号、構造の概要、施設管理者など標

識の設置を県条例で定める必要があることから、６月議会で制定しま

した。  

中村川流域においては、今回の指定により、流域治水を更に強力に

推進することができると期待されます。 
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【あおもり流域治水キャンペーン：秋季】  

シンポジウムと同様の目的に、地域住民を対象としたキャンペーンを大型商業施設（９月２３日イオン

モールつがる柏、１０月１４日サンロード青森）で開催しました。 

イベント内容は、パネル展示や模型による土砂災害の施設効果実験、青森河川国道事務所の協力でＶＲ

映像による水災害の危険性を体験、岩木川ダム統合管理事務所の協力で模型によるダムの効果実験を行

い、約６００人の集客となりました。 

キャンペーンは模型やＶＲ映像が子供連れ家族に大人気で、集客の必須アイテムとなりましたので、当

課に関連する土砂災害模型について、これまでレンタルで東京の土砂災害防止広報センターから借用して

きましたが、輸送費が高いため、今後の展開を見据え、購入（約百万円）することとしました。 

 

 

 

 以上、令和６年度の主な内容を紹介しましたが、当課職員並びに関係者の御尽力で、様々なイベントを

無事に進めることが出来たことに感謝します。 

 最後に冒頭で述べましたが、近年は東北地方で災害が頻発し、本県においても令和３年・４年と連続し

て大規模な災害が発生しました。 

その際には「あおもりの川を愛する会」の皆様にもお力添えが必要となる場合もありますので、是非、

御協力を申し上げまして私の巻頭の言葉とさせていただきます。 
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●令和６年度 総会・講演会  
あおもりの川を愛する会 事務局 

令和６年度総会を５月１６日アラスカ会館に於いて開催しました。 

 当日、日本河川協会常務理事志賀文夫氏よりご挨拶をいただきま

した。 

 総会終了後、元教諭 本田伸氏より演題「描かれた岩木川～河川

の利用と人々の生活」で講演をいただきました。 

（参加者 総会：３９名／講演会：４２名）  
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●親しめる川づくりサークル 令和６年度活動報告 
サークルリーダー 南 直之進 

令和６年７月２７日(土)に岩木川水辺プラザにおいて、中弘南黒建設協会と共催で「川でふれあい

建設フェア２０２４」を開催しました。 

 自然に触れ合う機会が少ない子供たちが、親子で川と触れあえる機会を設けるための魚のつかみ

取り大会と、建設業を身近に感じてもらうために、ものづくり体験コーナー、建設機械の展示・試

乗体験を行いました。また今年は初めて岩木川に生息する魚を紹介する「青空水族館」も出展し来

場者も興味津々でした。 

 当日はあいにくの雨模様でしたが多くの家族連れが訪れ、用意した５００匹のニジマスを悪戦苦

闘しながら、歓声を上げて楽しそうに追いかけたり、高所作業車やタイヤショベルなどの建設機械

も人気があり、特に高所作業車は長蛇の列となりました。 

 ものづくり体験コーナーは、畳でのコースターづくり・チョークボートペイント等親子で真剣に

取り組んでました。お越しいただいた皆様、大変ありがとうございました。 

志賀常務理事 佐々木会長 

本田伸氏 

水木幹事 
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●令和６年度「水辺で乾杯」水辺関心創造アクション  
あおもりの川を愛する会 事務局 

全国一斉社会実験として水辺関心創造アクションが行われました。当会も参加し各場所（堤川４０人、土

淵川２２人、田名部川２２人、浅水川１２人、旧十川２８人）に集まって頂き、午後７時７分に川のほと

りで乾杯致しました。（参加者 １２４名） 

堤川  実施日：７月５日 

人数：４０人 

田名部川  実施日：７月５日 

人数：２２人 

土淵川  実施日：７月５日 

人数：２２人 

浅水川  実施日：７月３日 

人数：１２人 

旧十川  実施日：７月５日 

人数：２８人 
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●河川技術講演会（青森河川文化講演会）  
あおもりの川を愛する会 事務局 

令和６年８月８日 五所川原市「オルテンシア」ふるさと交流圏民センターに於いて｢河川技術講演会｣を

開催しました。 

 講師は、国土交通省東北地方整備局企画部長 宮本健也氏が演題「東北地方の社会資本整備について」

と弘前市立博物館主査兼学芸員 小田桐睦弥氏が演題「津軽の災害史」で行いました。 

（参加者 ２１１名） 

Page 6 

●後長根川源流域の標柱建立活動    
あおもりの川を愛する会 事務局 

令和６年７月１８日、弘前市に流れる後長根川の源流の地に標柱を建立しました。 

 毎年１ヶ所、源流の地に標柱を建立しており、今年で１８本目となりました。（参加者１１名） 

＜大畑川、野辺地川、蟹田川、田名部川、土淵川、天田内川、浅水川、鳴沢川、十川、松館川、熊ノ

沢川、浅瀬石川、大童子川、川内川、浅虫川、熊原川、飯詰川＞ 

佐々木会長 五所川原市 佐々木市長 宮下県知事 

小田桐学芸員 宮本健也部長 
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●蔦川の清掃活動   
あおもりの川を愛する会 事務局 

令和６年９月３日に、第１８回目となります蔦川の清掃活動が行われました。 

焼山町会長並びに会員が参加され、例年通り分別袋を渡しゴミ拾いを行いました。 

（参加者 ７２名）  
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令和６年９月３日に、イワナの人口産卵床づくりの活動からイワナの生息環境の保全の移行で 

魚道の調査を行いました。 

（参加者 １５名）  
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●魚類の移動経路の維持活動 
あおもりの川を愛する会 事務局 
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●駒込ダム本体建設工事見学会   
あおもりの川を愛する会 事務局 
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令和６年１０月１８日、駒込ダム建設所のご協力を頂き、「駒込ダム本体建設工事見学会」を行い

ました。 

（参加者 ９名）  
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●津波講演会 
あおもりの川を愛する会 事務局 

●あおもりの川を愛する会 事務局より 

 「あおもりの川を愛する会」は２８年目を迎えることになりました。

現在の会員数は１８９名となっています。 

 今年度も会員の協力のもと、さまざまな活動を行う事が出来ました。

これからも会の活性化が図れるよう頑張って行きたいと思いますので、

ご協力よろしくお願いいたします。 

【事務局】  〒０３０－０１１１ 

  青森県青森市荒川字柴田１０２番地１ 

 ＴＥＬ：０１７－７２９－０９２２ 

 ＦＡＸ：０１７－７３９－３５６１ 

 Ｅ－ｍａｉｌ：kon-h@nishidagumi.co.jp 

あおもりの川を愛する会 
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令和６年１１月２日、リンクステーションホールにおいて「陸奥湾沿岸津波講演会」を行いました。 

（参加者 １１２名） 


